
名古屋医療センター

基　本　方　針
1　病める人の尊厳と権利を守る医療の推進　4　拠点病院としての役割の強化
2　地域医療機関との連携と役割分担　　　　5　研修・教育・研究の推進
3　高度医療の実践と救急医療の充実　　　　6　安定した医療を提供する基盤の確立

患者さんの権利
○個人の人格を尊重した診療を受ける権利
○信頼に基づく医療を受ける権利
○個人情報保護の権利
○診療情報提供を受ける権利

○納得のいく説明を受ける権利
○診療録の開示を求める権利
○検査・治療法などの選択あるいは拒否を
　する権利

お願い
○病気に関する正確な情報を医療者（医師・
　看護師等）にお伝え下さい。

○災害時あらゆる危険から回避するため、職
　員との連携にご協力をお願いいたします。
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5月1日付けで院長として着任いたしました。こ

の場をお借りして新任のご挨拶を申し上げます。

私は大学卒業後、社会保険中京病院で2年間の研

修を終え、その後、高山久美愛病院で1年間を内科

医として勤務し、1983年から名古屋大学大学院に

入学しました。専攻は呼吸器内科グループに所属し、

研究としては免疫学教室に出入りして移植免疫を勉

強しました。その後、2年半の米国留学を経て、再

び名古屋大学に戻り、以後、呼吸器内科医として名

古屋大学に勤務してきました。2007年から12年

間、呼吸器内科学教室の教授を務めました。名古屋

大学在職中には、大学病院の医療安全管理室の立ち

上げ、また、治験管理センターの立ち上げから臨床

研究推進センター部長、また、副病院長、副研究科

長、総長補佐として、病院・大学の運営に関わりま

した。今回、東海地方でも長い歴史と伝統のある名

古屋医療センターで勤務できますことをたいへん光

栄であるとともに、その責任の重さを感じています。

着任してまだ日が浅いのですが、前任の直江院長

から引き継ぎをいただき、地域の中核病院として救

急を中心とした急性期医療から、地域医師会との連

携による医療連携の中心的存在として重要な役割を

担い、また、市民の期待が高いことをあらためて認

識しています。また、国立病院機構の中でも臨床研

究のセンター機能を備え、高度医療や臨床研究を積

極的に推進するべき役割があることは病院としての

総合力の点で、また、特徴ある病院形成の視点から

も大きな強みであると考えています。

私は、どの医療者でも共有できる重要な価値は、

「患者さん中心で、安全で質の高い医療を提供する

こと」であると考えています。医療スタッフばかり

でなく、直接患者さんに接することのないスタッフ

や職員すべての皆さんの思いは同じであると考えま

す。センターの理念「病む人の立場に立って安全で

より質の高い医療を提供します」は、まさに私の思

いです。医療の経済環境をめぐる社会情勢は厳しく

なることが予想されますが、センターの理念に従っ

て、我々が果たすべき役割を凛として、理に従って

推進したいと考えています。健全な財政基盤のもと

に、多様性を尊重し、開かれた、公正な組織運営の

もとに、名古屋医療センターの一層の発展をめざし

て皆さんと共に歩んでいきたいと希望しています。

宜しくお願い申し上げます。

院 長
長谷川　好規
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4月末日で退職いたしました。在任期間中、院内

そして院外の多くの人々にお世話になりました。こ

の場を借りて厚く御礼申し上げます。

私が院長に就任した2014年（平成26年）、国立

病院が独法化してちょうど10年目でした。多くの

職員と話をする機会がありましたが、「病む人の立

場に立って安全でより質の高い医療を提供」する、

そして「経営基盤を安定」させるという意識が浸透

しているなと感じました。おかげでこの6年間と1

ヶ月間、大変気持ちよく仕事をすることができまし

た。私は着任した当時感じたもう一つのことは、他

の市中病院にはない、名古屋医療センターの魅力づ

くりでした。これはすなわち教育と研究のさらなる

充実を図り、職員が誇りの持てる病院にしたいとい

うことです。幸いにして名古屋学芸大学によって敷

地内に看護学部を開設することができました。病院

と一体となったキャンパス整備が進むことが期待さ

れます。また当院臨床研究センターは様々な整備事

業によって、臨床研究支援やがんゲノム医療の体制

が大きく整備されました。その活動はいまや全国的

にもトップクラスと位置づけられております。心残

りは施設整備です。現在の建物は1979年（昭和54

年）から1989年（平成元年）に建てられており、老

朽かつ狭
きょうあい

隘であることは一目瞭然です。国立病院機

構の収支バランスも安定化に向かっていますので、

ここはもうひと頑張りして、是非とも新病院建設を

期待したいと思います。

医療を取り巻く環境は急速に変化しております。

この6年に限ってみても地域医療構想と働き方改革

は大きな課題となりました。病院の統計によります

と、救急患者の増加（しかも《超》高齢者の増加）が

続いておりますし、在院日数の短縮は（ゆっくりで

はありますが）確実に進んでおります。今後、時代

の変化や患者ニーズにどう適応していくか、これか

らも職員一人ひとりに考えていただきたい。そして

新病院に生かしてほしいと思います。この歴史と伝

統のある名古屋医療センターが、新院長のもと益々

発展することを心より願ってやみません。

名古屋医療センター　前院長
直江　知樹

院 長 退 任 の 辞
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医 師

専 攻 医

血液内科医師　鈴木　康裕
4月より血液内科にて勤務しております。以前にも
当院でお世話になっていた時期がありました。より
よい医療ができるよう一生懸命がんばりたいと思

いますので何卒よろしくお願い申し上げます。

脳神経内科医師　鬼頭　大志
4月より脳神経内科に赴任しました鬼頭大志と申
します。精一杯頑張って参りますので、今後ともよ
ろしくお願い致します。

循環器内科医師　國枝　武茂
静岡は掛川の病院から赴任してまいりました。3年前ま
では当院にて勤務しておりました。地域の皆様のお役
に立てるように頑張ります。よろしくお願いいたします。

臨床検査科医師　山本　涼子
4月から臨床検査科に赴任しました山本涼子と申
します。昨年度まで当院総合内科に所属しておりま
した。これからも皆様により良い医療を提供できる

よう努めてまいります。よろしくお願いいたします。

循環器内科医師　宮前　貴一
今年度4月より、専修医から常勤として勤務させていた
だくことになりました。宮前貴一と申します。引き続き、
この地域の循環器疾患のみならず、その他周辺内科疾

患の診療に全力で取り組んで参りますので、よろしくお願いします。

脳神経内科医師　大橋　美紗
はじめまして。脳神経内科の大橋と申します。皆さ
まのお役に立てるよう精一杯頑張りますのでよろ
しくお願いいたします。

呼吸器内科医師　山田　有里紗
4 月から呼吸器内科に勤務しております山田有
里紗です。皆さまどうぞよろしくお願いいたし
ます。

腫瘍内科医師　白石　和寛
当院での初期・後期研修を終え、4 月より腫瘍内科医
師としてスタートしました。憧れていては越えられない
上級医を越え、後輩医師の教育に励みつつ、よりよい

がん診療を皆様に届けられるよう精進してまいります。

腎臓内科医師　関谷　由夏
4月から腎臓内科医となった関谷と申します。後期研修
医で3年間当院の内科ローテートをしており、昨年1年
間は腎臓内科での研修を経て、FIXさせて頂きました。

何かとご迷惑をおかけするかと思いますが、よろしくお願いします。

歯科口腔外科医師　田原春　早織
4月から歯科口腔外科で勤務しております田原春
と申します。何かとご迷惑をおかけするかと思いま
すが、よろしくお願いします。

内科総合専修医　林　　雅
4月から専修医としてお世話になります。至らない
点が多々あるかと思いますが、お役に立てるよう精
進していきます。よろしくお願いいたします。

病理診断科医師　岩越　朱里
2年ぶりに名古屋医療センターに赴任しました。臨床診
療科の一員として、最善の診療につながる適切な診断
を心がけてまいります。どうぞよろしくお願いいたします。

整形外科医師　浅井　信之
38年ぶりに自分が生まれた病院に戻ってきました。リ
ウマチ整形外科医として、リウマチと人工関節のメッ
カである当院で働けることを誇りに思います。

整形外科医師　生田　　健
4月から整形外科で勤務させていただいておりま
す。慣れない業務が多く、皆様にご迷惑をお掛けす
るかと思いますが、一生懸命がんばりますのでよろ

しくお願いいたします。

耳鼻咽喉科医師　加藤　　健
11年ぶりに戻ってきました。耳鼻咽喉科の加藤です。
この間名古屋大学医学部付属病院、あいち小児保健
医療総合センターで経験を積んできました。良質な医

療を提供するよう心がけていきます。よろしくお願いします。

専 修 医
膠原病内科専修医　水谷　有輝
3 ヶ月ぶりに当院に戻ってきました。水谷と申しま
す。本年度より膠原病内科の一員として働きます。
患者さんにより添えるような医療をしていきたい
と思います。よろしくお願いします。

外科専攻医　山家　　豊
初期研修では大変お世話になりました。引き続き、
外科専攻医として研修させていただきます。診療を
通して皆様のお役に立てるよう精進してまいりま

す。これからもよろしくお願いいたします。

内科専攻医　三林　建太
この度、内科専攻医として勤務させていただくこと
となりました。出生地である名古屋で微力ながら皆
様のお役に立てるよう、誠実に医療に従事していく

所存です。患者様の気持ちに寄り添い、診療出来ればと考えて
おります。何卒よろしくお願い致します。

内科専攻医　内田　小百合
初めまして、内科専攻医の内田です。大学時代まで
を名古屋で過ごした生粋の地元民ですが初期研修
のみ浜松の病院で行い、再び名古屋に戻って参りま

した。慣れない環境でご迷惑をおかけするかと思いますが、ど
うぞ宜しくお願い致します。
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臨床研修医

専 攻 医

臨床研修医　泉家　亜衣
初めまして、研修医1年目の泉家亜衣と申します。名
古屋医療センターで研修出来ること、とても嬉しく思
います。至らぬ点も多々あるかと思いますが成長出来

るように努力いたしますので、ご指導の程どうぞ宜しくお願い致し
ます。

臨床研修医　菊井　　創
初期研修医の菊井創です。金沢大学から来ました。毎
日、出来ないことばかりで自分に失望していますが、そ
れだけ学びの多い日々なのだと励ましています。少し

でも患者さんのためになるような医療を提供できるように頑張りま
す。2年間よろしくお願いいたします。

臨床研修医　久野　友里恵
初めまして、研修医1年目久野友里恵と申します。名
古屋医療センターで研修出来ること嬉しく思っており
ます。ご迷惑をおかけすることも多いと思いますが、一

生懸命頑張りますのでよろしくお願い致します。

臨床研修医　髙田　莉央
初めまして。4月より勤務となりました、研修医1年目
の髙田莉央と申します。至らぬ点も多々あるかと思い
ますが、患者さんに信頼していただける医師になれる

よう、日々精進して参ります。よろしくお願いいたします。

臨床研修医　髙橋　伸平
初めまして研修医1年目の髙橋伸平と申します。医師
として1日でも早くチーム医療に貢献できるよう、日々
努力していきたいと思います。これから2年間どうぞ

よろしくお願いいたします。

臨床研修医　松浦　文彦
初めまして。山形大学出身の研修医1年目松浦文彦
と申します。部活はフットサルをしていました。野球観
戦とお酒が好きです。至らぬ点も多いと思いますが、

精一杯がんばります。よろしくお願いいたします。

臨床研修医　二上　和也
初めまして。信州大学から来ました二上和也と申しま
す。名古屋市出身です。至らない点も多いとは思いま
すが、一日でも早くお役に立てるように努力していき

たいと思います。どうぞよろしくお願い致します。

臨床研修医　松尾　早織
4月より初期研修医としてお世話なります松尾早織と
申します。スタッフの方々や患者さんから信頼される
医師になれるよう日々精進して参ります。至らない点

も多くご迷惑おかけすると思いますが、何卒宜しくお願い致します。

臨床研修医　吉田　淳平
初めまして。名古屋出身の吉田淳平と申します。私は
名古屋医療センターの前身である国立名古屋病院で
生まれました。名古屋医療センターで働けることを大

変うれしく思っております。精一杯頑張りたいと思いますのでどう
ぞよろしくお願いいたします。

臨床研修医　小松　子記
研修歯科医としてお世話になっております。岐阜県可
児市出身の小松子記と申します。この一年間でより多
くの経験を積み、ひと回りもふた回りも成長できるよ

う、精一杯頑張ります。よろしくお願いいたします。

臨床研修医　梅村　卓磨
4月より研修医としてお世話になります、梅村卓磨
と申します。患者さんの立場に立って考えられる医
師を目指して、日々精進していきたいと思います。

どうぞよろしくおい願い致します。

臨床研修医　大濵　敏弘
初めまして。三重県出身の大濵敏弘と申します。患者
さんのことをしっかり考え、日々努力していきたいと思
います。ご迷惑をおかけすることも多いかと思います

が、何卒よろしくお願いいたします。

臨床研修医　大脇　聖楽
4月から名古屋医療センターで研修させて頂いている
大脇聖楽です。右も左も分からない中で、丁寧にご指
導して下さる先生方の元で精一杯、一刻も早く一人前

になれるよう頑張ります。よろしくお願いします。

臨床研修医　小谷　　慧
今年度より初期研修医としてお世話になっておりま
す。小谷　慧と申します。至らぬ点も多々あるとは存
じますが、一日でも早く地域の方々や職員の皆様のお

役に立てるよう精進して参りますので、何卒よろしくお願いいたし
ます。

臨床研修医　亀島　沙也香
初めまして。4月から初期研修医としてお世話になっ
ております。亀島沙也香です。名古屋医療センターで
の研修生活で多くのことを学び、医師として少しでも

成長できるよう日々努力していきたいと思っておりますので、どうぞ
よろしくお願い致します。

皮膚科専攻医　竹内　　想
4月から皮膚科に赴任した竹内と申します。初
期研修の時にも当院でお世話になり、その後 1 
年間大学病院におりましたが、この度縁があり

また戻ってくることができて嬉しく思います。以前もお世
話になった先生方、また新しく入職された初期研修医の先
生方など、色々とご迷惑をおかけすることもあるかと思い
ますが、よろしくお願い申し上げます。

内科専攻医　黒田　真之
4月より内科専攻医としてこちらの病院に勤務
させていただくことになりました。皆さまのお
役に立てるよう、精進してまいりますのでどう

ぞよろしくお願いいたします。

内科専攻医　林　絹子
沖縄で初期研修を終え、宮古病院総合診療科で
専攻医を1年間させて頂いた後、両親の面倒を
見るため知立に戻って来ました。また、この機

会に血液内科医になるため内科に転向しました。地元愛知
で、落ち着いた環境の医療センターで一人前になりたいと
思います。どうか宜しくお願い致します。
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みなさんご存知でしょうか。脊髄くも
膜下腔穿刺、硬膜外麻酔、神経ブロック
などの神経麻酔分野に今まで使用して
いたシリンジや針などの出荷が2020年
2月をもって終了します。局所麻酔薬を
投与するための新しいシリンジは、確実
に経静脈薬と区別するために、注入口の
形が変わり、区域麻酔用の針以外とは接
続できないようになります。新しい製品
は国際規格(ISO80369シリーズ)のも
のとなり、この試みは世界的に進めら
れ、欧米ではすでに新規格導入がスター
トしています。

具体的な変化ですが、新しい規格の
ISO80369の接続部は小口径となって
います。ただこれだけでは不十分であ
り、小口径のシリンジを既存の大口径の
針に接続することができないように、小
口径のシリンジの接続口には周りをカ
バーするカラーというものがついてい
ます。これによって局所麻酔薬を経静脈
投与することを防ぎ、局所麻酔中毒など
の事故を予防するのが目的です。対象と
なる製品の例としては、スパイナル針、

硬膜外針、神経ブロック針、硬膜外麻酔用カテーテ
ル、硬膜外麻酔用フィルタ、ロスオブシリンジ、バ
ルーン輸注器、延長チューブ、三方活栓などがあり
ます。

今まで個人レベルで気を付けるしかなかった局所
麻酔薬の誤投与を防ぐ大きな第一歩となる改革です
が、いまだ医療関係者に知れ渡っていないのが現状
であり、現場の混乱も予想されます。硬膜外麻酔や
脊髄くも膜下腔穿刺は今まで使用していたシリンジ
に慣れており、微妙な感覚の差に戸惑うことになる
かもしれません。また手術室のみならず、髄液検査
などは病棟や救急外来でも使用するため全分野の医
療スタッフが知っているべきでしょう。この変更に
よる利益を確実なものとするために、まずはより多
くの方に知っていただく必要があります。

神経麻酔に使用する製品が
変わります

麻酔科
河野　優

接続できません

新規格製品
（ISO 80369-6）

既存規格製品
（ルアー）

既存規格製品
（ルアー）

新規格製品
（ISO 80369-6）

新規格のメス部は、既存のメス部と比較して
一回り細い形状です。

新規格のオス部はカラーと呼ばれる筒で覆われ
ています。カラー内部に螺旋状の溝があるもの
が「ロック」、ないものが「スリップ」です。

新規格（メス）

新規格（オス）既存規格（メス）

既存規格（オス）

矢印部が干渉して
接続が出来ない

矢印部が干渉して
接続が出来ない

図提供：一般社団法人日本医療機器テクノロジー協会

カラー
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当院は、在宅訪問診療を専門とする機能強化型在
宅診療所・在宅緩和ケア充実診療所として2017年
2月に瑞穂区豊岡通りに開院しました。

1.在宅訪問診療、2.がん緩和ケア診療、3.がん相
談支援を掲げ、頭（知識）と手（技術）を使ってここ
ろ（配慮）を込めた医療を心がけています。

また、毎月、第3火曜日、クリニックで「メディ
カル・カフェ」と呼ぶ多職種のチーム医療を進める
ことを目的とした勉強会・交流会を開催しています。

瑞穂区で地域包括ケアシステムの構築を進める中、
患者様が尊厳を保ちながら、住み慣れた地域でその
人らしい暮らしを、最期まで続けられるよう尽力し
たいと思います。

当院は平成 28 年 11 月、熱田区に開院したクリ
ニックになります。内科・消化器内科を中心とし
た外来診療とともに、在宅診療にも力を入れてお
ります。

在宅診療は平成16年より「まごころ在宅医療クリ
ニック」として中村区に拠点を置き実施してまいり
ましたが、昨年8月より熱田区の「まごころの杜ク
リニック」に業務を移し、熱田区・中村区・中川区・
港区を中心に皆様
のお住まいにお邪
魔をし、診療にあ
たらせていただい
ております。現在
6名の常勤医師及
び8名の看護師・

看護補助スタッフを中心に、患者さまご本人だけで
はなくご家族さまにも安心して療養生活をおくって
いただけるよう24時間365日対応可能な医療機関
として取り組んでおります。

みずほ在宅支援クリニック

医療法人陽明会 まごころの杜クリニック

医療法人陽明会 まごころの杜クリニック
所 在 地：〒462-0845 名 古 屋 市 熱 田 区 幡 野 町 1 7 - 1 0
電 　 話：052-228-8234
在宅医療専用ダイアル：052-228-8557
診療科目：内科、消化器内科、歯科
Ｕ Ｒ Ｌ：http://www.iryouhoujin-youmeikai.com/　　
　　　　　magokoronomori-clinic/

診療時間 月 火 水 木 金 土
 9:00〜12:00 ○ ○ ○ ○ ○ ○
14:00〜16:00 ○ ○ ― ― ○ ―
14:00〜17:30 ― ― ― ○ ― ―

休診日：水曜日午後、土曜日午後、日曜日、祝日

みずほ在宅支援クリニック
所 在 地：〒467-0012 名古屋市瑞穂区豊岡通3丁目6-2
　　　　　　　　　　M　MIZUHOビル1F
電 　 話：052-680-7873
Ｆ Ａ Ｘ：052-680-7276
診療科目：内科、緩和ケア内科
Ｕ Ｒ Ｌ：http://mizuho-zaitaku.com/

診療時間 月 火 水 木 金 土
訪問診療

9:00〜17:00 訪問 訪問 訪問 訪問 訪問 ―

外来 ― ― ― 午前 ― ―

外来：木曜日午前のみ、完全予約制
訪問：在宅訪問診療
※24時間365日対応

院長  岩尾　康子

院長  家田　秀明
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外　来　診　療　担　当　表 令和元年5月1日現在

独立行政法人国立病院機構 名古屋医療センター

診　療　科 月 火 水 木 金

内　
　
　
　

科
（
２
階
）

受
付
Ａ

消化器内科
1診 恒川（午前）

平嶋（午後） 岩瀬 島田 島田 岩瀬

2診 浦田 齋藤 近藤高 浦田 宇仁田
3診 齋藤 平嶋(消化器) 初診(交代制) 田中 初診（交代制）

消化器・呼吸器 4診 消化器初診
(交代制)

消化器初診
(交代制) 近藤尚

消化器初診
(交代制・午前)

石田
（呼吸器）

呼吸器内科

5診 坂 沖 坂 沖
6診 鳥居 山田有 小暮啓 北川 小暮啓

7診 岡 岡 丹羽英 交代制（初診） 中畑
8診 重松

受
付
Ｂ

循環器内科

8診 ペースメーカー
（2・4週）

ペースメーカー
（1・3週）

9診 宮前 交代制 交代制 交代制 交代制
10診 富田 上村 山下 富田 山本
11診 國枝 早川 山田高 山田高 森

糖尿病・　
内分泌内科

12診 山家（フットケア）
（1週・午後）

14診 杉浦
（初診・再診）

山田努
（初診・再診）

田實
（初診･再診）

田實
(初診・再診)

杉浦
（初診･再診）

15診 山田努
(初診・再診)

山家
(初診・再診)

山家
（初診・再診）

山田努
(初診・再診)

山家
（初診・再診）

受
付
Ｃ

膠原病内科 
リウマチ科

8診 杉山繭
（初診）

大島
（1・3週・午後以外）

12診 予約のみ
（3週・午後）

大島
（1・3週・午後）

16診 高野（初診）長谷川貴（初診） 大島（初診）鈴木道（1・3・5週）
水谷（2・4週） 梅村（初診）

17診 片山 鈴木道
片山（1・3・5週）
鈴木道（2・4週） 長澤英 片山

18・19診 高野（18）・
梅村（19）

長谷川貴⒅・
杉山繭⒆

腎臓内科
18診 石井（初診） 平野（初診）

東（午後）
東（初診）

平野/石井（午後）

19診 関谷 中村（午前）
谷口（午後） 谷口（午前）

受
付
Ｄ

脳神経内科

20診 大橋 瀧田 山田研 奥田 越前

21診 清水貴 伊藤洋 鬼頭大
曽根（もの忘れ外来）

（連携室予約のみ） 清水貴

22診 小林麗（初診）越前（初診） 大橋（初診） 瀧田（初診）鬼頭大（初診）

25診 岡田
（脳波・てんかんセンター） 岡田 小林麗

（脳波・てんかんセンター） 岡田 岡田
（睡眠センター・予約のみ）

受
付
Ｅ

総合内科

23診
林（午前）

小嶋
（午後・予約のみ）

河合（午前）
林

（午後・予約のみ）

濱田（1・2・4・5週）
林（3週）
濱田

（午後・予約のみ）

交代制（午前）
河合

（午後・予約のみ）

交代制
（午前）

24診
交代制（午前）

交代制
（午後･予約のみ）

安藤諭（午前）
丹羽梓

（午後・予約のみ）

交代制（午前）
安藤諭

（午後・予約のみ）

丹羽梓
（午前）

小嶋
（1・3・5週）
濱田（2・4週）

12診 濱田
（午後・予約のみ）

禁煙外来(2階) 特別診察室 当番制
（午後・予約のみ）

当番制
（午後・予約のみ）

緩和ケア科(2階) 特別診察室 稲田（1診）・
近藤建（3診） 船橋（3診）船橋（3診）稲田（3診）・

近藤建（午後）
近藤建

（3診・午前）

腫瘍内科（2階） 化学療法室 杉山圭（1診）
白石（1診）

小暮啓/
船橋（2診）

北川（1診）
能澤（2診） 杉山圭（1診）白石（1診）

※臨床腫瘍科では、担当医以外にも当番医が静脈路確保、アレルギー対応などを行っています。

内 視 鏡 室
（2階）

消化器
CF
島田・平嶋
宇仁田/田中/
近藤高/近藤尚

GIF
島田(当番制)
浦田/田中/
宇仁田/
近藤高/
近藤尚/恒川

CF
岩瀬/日比野
(当番制)
平嶋/浦田/
田中/宇仁田/
齋藤/恒川

GIF・CF
岩瀬(当番制)
宇仁田/
近藤高/
近藤尚/齋藤/
恒川

GIF　島田/
平嶋(当番制)
浦田/田中/
近藤高/
近藤尚/齋藤/
恒川

呼吸器 ＢＦ（当番制） ＴＢＬＢ（当番制）

精　神　科
(2階)

1診 大塚 大塚 大塚（初診） 大塚
2診 宮本（初診） 宮本 宮本 宮本
3診 鈴木美 鈴木美 鈴木美（初診） 鈴木美

4診 志水 志水 志水 志水（初診）
※初診は月・水・木・金のみ、予約制となります。

脳神経外科
（2階）

1診 大野真
根来

（予約のみ）
須㟢（2・4週）
（予約）

緊急のみ

須㟢

2診 高橋 雄山（1・3・5週）
後藤（2・4週） 浅井琢

3診 太田（1・3・5週） 梶田

外　　　科
（1階）

1診 片岡（消化器）鈴木雄（一般）加藤彩（乳腺）森田（乳腺）竹田（消化器）

2診 佐藤康
（乳腺・内分泌）

宇田
（消化器）

近藤建
（消化器）

佐藤康
（乳腺・内分泌）林孝（乳腺）

3診 伊藤将
（一般）

近藤建
（消化器）

田嶋
（一般）

加藤公
（一般・消化器）

杉谷
（一般）

4診 森田（乳腺）
（午後・再診）

関
（呼吸器）

竹内榮
（心臓血管）

児玉
（末梢血管2・4週）

5診 末永
（一般・消化器）

特別診察室 中山智
（1診・心臓血管）

萩原
（1診・心臓血管）

※ストマ外来… 火曜1・2・3・4週  ※中山智医師、萩原医師の心臓血管外科は特別診察室で行います。
※末梢血管外科は完全予約制です (13:30 〜 15:30)。

診　療　科 月 火 水 木 金

整 形 外 科
(1階)

1診 森公 森尚 浅井 森公 家㟢
2診 家㟢 生田 森尚（リウマチ） 生田
3診 浅井信 森公 森尚（人工関節）
4診 佐藤智（人工関節）服部陽（リウマチ）佐藤智（リウマチ）服部陽（人工関節）服部陽（リウマチ）
5診 服部陽（人工関節） 金子（リウマチ）金子（人工関節）金子（リウマチ）

6診 高橋伸
（再診・午後） 浅井信（リウマチ）

皮　膚　科
（3階）

1診 清水真 清水真 清水真 清水真 竹内想

2診 椙村 椙村 大野稔 椙村
3診 竹内想 嘉陽 竹内想 嘉陽 嘉陽
4診 山田尚 山田尚 倉橋 山田尚

小　

児　

科
（
３
階
）

午前

1診 二村
（初診・一般）

交代制
（初診・一般）

二村
（初診・一般）

交代制
（初診・一般）

小野
（初診・一般）

2診 堀部
（血液・腫瘍）

堀部
（長期フォロー）

堀部
（血液・腫瘍）

3診 前田
（長期フォロー）

前田
（長期フォロー）

前田
（長期フォロー）

前田
（長期フォロー）

前田
（長期フォロー）

4診 後藤
（長期フォロー）

後藤
（循環器）

後藤
（循環器）

後藤
（長期フォロー）

後藤
（循環器）

午後

1診 交代制
（一般）

交代制
（一般）

二村
(アレルギー)

交代制
（一般）

金子
（小児外科）月2回
交代制（一般）

2診
堀部

（長期フォロー）
高橋

（カウンセリング）

竹中
（神経）

小野
(アレルギー)

堀部
（長期フォロー）

高橋
（カウンセリング）

3診 前田
（長期フォロー）

前田
（長期フォロー）

川田/後藤
（乳児健診）

4診
後藤

（予防接種）
伊藤

（内分泌）月2回

後藤
（予防接種）

交代制
（一般）

後藤
（予防接種）

後藤
（予防接種）

遺　伝
診療科

（2階）特別診察室 服部浩・田口
（午前・1診）

服部浩・田口
（午前・1診）

遺伝（3階）
カウンセリング 看護外来 服部浩・田口 服部浩・田口

※遺伝診療科及び遺伝カウンセリングは完全予約制です。※カウンセリング予約枠：月曜1枠（13:00-14:00）、木曜2枠（13：00-14：00、15:00-16:00）

耳鼻いんこう科
頭頸部外科

（3階）

1診 加藤健・鈴木克 三澤・東内 森永 竹内佑 加藤健・東内
2診 森永・東内 森永 小林圭 横井 森永

3診 三澤 竹内佑（1・3・5週）
鈴木克（2・4週） 竹内佑 鈴木克 三澤

めまい・顔面
神経・耳鳴り 三澤・東内

眼　　　科
（3階）

1診
（初診）

服部友（1・3・5週）
伊藤和（2・4週）

鬼頭勲（1・3・5週）
鶴田（2・4週）

長屋（1・3・5週）
大谷（2・4週） 中村

手術日

2診 鬼頭勲（2・4週） 長屋 伊藤和 大谷
3診 鬼頭勲

4診 廣瀬 廣瀬

5診 鶴田（午前）
鳥居（午後）

中村（1・3・5週）
服部友（2・4週） 鳥居 服部友

6診 吉田 久保田 久保田

産 婦 人 科
（3階）

1診 中西 東 熊澤 熊澤 中西
2診 稲葉 邨瀬 稲葉 稲葉 東

※木曜の診察は、手術がある場合は1診対応となり、どちらかの医師の診察となります。産褥1ヶ月健診は、金曜日に行います。

泌 尿 器 科
（3階）

初診 鈴木晶 交代制 副田 岡本 吉野
再診 吉野 岡本 鈴木晶 伊藤 青田
再診 鈴木知 光成（2・4週） 岡本 副田

血 液 内 科
（3階）

1診 永井 飯田 徳永 飯田 安田
2診 飯田 鈴木 永井 鈴木 徳永
3診 下地 川口 小暮あ 平野 小暮あ

LTFU 飯田（3週）下地（4週）飯田(3週)
※LTFU：造血幹細胞移植後外来

専 門 外 来
（3階）

1診
横幕（1・2・5週）
今村（3週）・
伊藤（4週）

小暮あ
（14:00まで）

中畑
（14:00まで）

横幕・
松下

（3週・午後）

横幕・
渡邊

（1週・午後）

3診 小暮あ
（14:00まで） 不定期 今橋 小暮あ

（12:00まで） 今橋

歯科口腔外科
（3階）

初診 荒川 萩野 松浦 交代制 宇佐美
再診 宇佐美 宇佐美 宇佐美 交代制 萩野
再診 萩野 荒川 萩野 荒川
再診 松浦 松浦 荒川 松浦

放射線科（地下1階） 初診・再診 加藤・宮川 加藤・宮川 加藤・宮川 加藤・宮川 加藤・宮川

放射線
（1階）

診断
午前 宇佐見・安藤嘉

大岩（午後3時〜）
宇佐見・
安藤嘉

大岩・
宇佐見

大岩・宇佐見・
安藤嘉

大岩・
安藤嘉

午後 宇佐見・安藤嘉
大岩（午後3時〜）

大岩・宇佐見・
安藤嘉

大岩・宇佐見・
安藤嘉

大岩・宇佐見・
安藤嘉

大岩・宇佐見・
安藤嘉

X線TV5 午前 消化器 呼吸器 消化器
X線TV6 午後 耳鼻いんこう科（嚥下） 耳鼻いんこう科（嚥下）

RI/PET 宇佐見 安藤嘉 宇佐見 大岩 大岩

超音波 大岩・
森田（午前） 森田 大岩(生検)/

森田
遠藤・須田
（乳腺） 森田

検診 大岩・須田 大岩・須田 大岩・須田 大岩・須田 大岩・須田
◎外来受付時間　○初診/午前8時30分〜午前11時　○再診/午前8時20分〜午前11時
◎休診日　土曜、日曜、祝日、年末年始（12/29 〜 1/3）
◎担当は都合により予告なく変更する場合がありますので、あらかじめご了承ください。


